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2) 朱雀門 

2-ｱ) 概要 

朱雀門は平城宮跡の正門であり、平城京の入り口である羅城門からまっすぐ北に向かっての

びる幅 75ｍの朱雀大路の４ｍ先にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 16 朱雀門の復元模型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ- 17 朱雀門の位置 

朱雀門の前では外国使節の送迎を行ったり、時には大勢の人たちが集まって歌垣など

も行われました。正月には天皇がこの門まで出向き、新年のお祝いをすることもありま

した。朱雀門の左右には高さ６ｍの築地がめぐり、130ha の広さの宮城をとりかこんで

いました。 

朱雀門には衛士によって守られ、常時開いていたわけではありませんが、宮の正門と

しての権威とともにその雄姿を内外に誇示していたと思われます。 

資料：パンフレット「平城宮 朱雀門（奈良国立文化財研究所 1999）」
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2-ｲ) 復原の経過 

朱雀門の復原研究は 1964 年（S39 年度）の発掘調査により門の位置と規模が確認され、翌

年に十分の一模型を製作したところからはじまっている。その後、1989 年（H 元年）から遺

構の再発掘、基壇整備等がはじめられ、1992 年（H4 年）基壇復原工事完了、1998 年（H10 年）

復原工事が完了した。 

 

表Ⅰ- 4 復原研究の経過 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：パンフレット「平城宮 朱雀門（奈良国立文化財研究所 1999）」 
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図Ⅰ- 18 パンフレット「平城宮 朱雀門（1999）」－１ 



Ⅰ-23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ- 19 パンフレット「平城宮 朱雀門（1999）」－２ 



Ⅰ-24 

3) 第一次大極殿正殿 

3-ｱ) 概要 

大極殿院は天皇の即位式や元旦朝賀の儀式、舞楽など、国家的な大礼を行うときに天皇が

出御する宮城の中心的な建物と言われている。 
整備中の大極殿の加え、築地回廊についても復原を視野に入れて検討を進めている。 
施設の活用イメージとしては、サミットの開催や、能楽などの芸術・伝統イベント、セレ

モニーの場とすることが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図Ⅰ- 20 中央の大極殿院 1/100 復原模型 

資料：「平城宮跡資料館図録」奈良文化財研究所 

 
 
 
 
 
 

大極殿は、今から約 1300 年前の奈良時代、西暦 710 年（元明天皇）に、藤原京から遷

都された平城京の北側中央に位置した「平城宮」の中心にあり、もっとも重要な建物で、

遷都後の 715 年に竣工したと考えられています。平城京の造都は古代中国の都市計画を

参考にしています。したがって、中国古代天文学と深く結びついている哲理（考え方）

を基本にしており、大極殿の名は「太極星」からきています。太極星とは宇宙の中心に

ある星のことで、「北極星」のことです。大極殿は、天皇の即位式や元日の朝賀のような、

国家的儀式に使われました。大極殿は 740 年の恭仁京への遷都に伴い移築されましたが、

745 年に再び平城京に都が戻されてからは、元の位置の東側に区画が置かれました。こ

のように２箇所ある大極殿の遺構を区別するため、最初の大極殿を便宜的に「第一次大

極殿」と呼んでいます。 

大極殿を築地回廊で囲んだ、南北 320ｍ、東西 180ｍの範囲を大極殿院地区と呼んでい

ます。 

資料：パンフレット「特別史跡 平城宮跡 第一次大極殿正殿復原整備特別公開（第６回）Ｑ＆Ａ」
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図Ⅰ- 21 かつての大極殿の様子 

資料：「平城京－古代の都市計画と建築－」著：宮本長次郎 絵：穂積和夫 （草思社） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ- 22 第一次大極殿の位置 
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3-ｲ) 復原の経緯 

大極殿は平成 13 年度より、遷都 1300 年となる 2010 年の完成を目指し、宮跡の中核施設であ

る第一次大極殿正殿の復原工事に着手している。 

平城宮跡におけるそれまでの研究成果を基に、平成10年度から平成12年度までの３年間で、

当時の奈良国立文化財研究所（現独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所）において、

実施設計を行った。 

第一次大極殿正殿復原整備事業は、調査研究の成果を基に奈良時代様式（意匠・構造・材料・

工法等）の史実に基づく厳正な復原を目指している。 

「奈良時代様式」での厳正な復原の実施のためには、建築基準法・消防法等の現行の建設関

係法令等に適合させるとともに、特別史跡平城宮跡の埋蔵文化財の保護・保存のための処置を

実施している。 

資料：パンフレット「特別史跡 平城宮跡 第一次大極殿正殿復原整備特別公開（第６回）」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ-23 パンフレット「第一次大極殿正殿復原工事 一般公開施設」 




